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は
じ
め
に
　
　

　
一
八
一
九
年
に
イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地
と
な
っ
た
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

は
、
自
由
貿
易
港
と
し
て
域
内
・
域
外
と
の
貿
易
の
結
節
点
と
な
っ

て
い
っ
た
。
一
九
〇
〇
年
の
海
峡
植
民
地Straits Settlem

ent （
１
）

s

年
次
報
告
に
よ
る
と
、
海
峡
植
民
地
の
総
輸
出
入
額
は
、
約

五
七
六
、七
〇
八
、〇
〇
〇
ド
ル
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
七
〇
％
以

上
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
経
由
し
て
い
た [ Straits Settlem

ents 
Annual Report for 1900: 7, 220]

。

　
タ
イ
を
除
く
東
南
ア
ジ
ア
各
地
で
は
、
一
九
世
紀
後
半
か
ら
二
〇

世
紀
初
頭
、
イ
ギ
リ
ス
や
フ
ラ
ン
ス
な
ど
に
よ
る
植
民
地
化
が
進
ん

で
い
っ
た
。
植
民
地
化
の
中
で
、
東
南
ア
ジ
ア
各
地
で
は
、
輸
出
向

け
産
品
の
生
産
量
が
急
増
し
た
。
一
方
、
一
九
世
紀
に
入
る
と
、
中

国
南
部
の
福
建
や
広
東
か
ら
多
数
の
華
人
が
移
民
し
て
き
た
。
七
〇

年
代
、
ジ
ャ
ン
ク
船
に
代
わ
り
蒸
気
船
が
移
民
の
輸
送
に
も
利
用
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
移
動
時
間
が
大
幅
に
短
縮
さ
れ
た
。
一
八
七
六

年
の
労
働
調
査
委
員
会
の
報
告
に
よ
る
と
、蒸
気
船
の
利
用
に
よ
り
、

中
国
南
部
か
ら
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
ま
で
の
間
が
六
～
八
日
で
結
ば
れ
る

　
論
文

　
マ
レ
ー
半
島
ペ
ラ
に
お
け
る
華
人
錫
鉱
業
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

　
　
―
世
紀
転
換
期
に
お
け
る
生
産
・
流
通
を
中
心
に

　
　
　

東
　
條
　
哲
　
郎

キ
ー
ワ
ー
ド

　
錫
　
華
人
　
マ
レ
ー
半
島
　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
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よ
う
に
な
っ
た[ Straits Settlem

ents Legislative Council 
Proceedings, 1876: ccxliii]

。
華
人
商
人
は
、
増
加
し
つ
つ
あ
っ

た
華
人
移
民
労
働
者
を
雇
用
し
て
、
主
要
輸
出
用
産
品
の
生
産
に
も

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
っ
た
。

　
一
九
世
紀
半
ば
以
降
の
錫
需
要
の
増
大
に
よ
り
（
２
）
、
従
来
中
国

な
ど
の
ア
ジ
ア
向
け
で
あ
っ
た
（
３
）
マ
レ
ー
半
島
産
の
錫
が
、「
海
峡

錫Straits Tin

」
と
し
て
欧
米
向
け
の
第
一
次
産
品
と
な
り
、

一
八
八
三
年
に
は
世
界
最
大
の
産
地
と
な
り
、
一
九
〇
〇
年
に
は

世
界
生
産
の
約
五
〇
％
を
産
出
し
て
い
た[ W

ong  1965: 246-
247]

。
一
八
八
三
年
の
年
次
報
告
に
よ
る
と
、
海
峡
植
民
地
か
ら
輸

出
入
さ
れ
る
産
品
の
う
ち
、
錫
が
約
一
五
〇
〇
万
ド
ル
と
最
大
の

割
合
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た[ Straits Settlem

ents Annual 
Report for 1883:231]

。
ま
た
、
一
九
〇
〇
年
の
海
峡
植
民
地
の

対
マ
レ
ー
半
島
総
貿
易
額
は
約
八
〇
万
ド
ル
で
あ
り
、
海
峡
植
民
地

の
全
貿
易
額
の
約
一
四
％
を
占
め
て
い
た[ Straits Settlem

ents 
Annual Report for 1900: 14-15]

。

　
こ
の
地
域
に
は
歴
史
的
に
マ
レ
ー
人
が
居
住
し
て
お
り
、
マ
レ
ー

人
首
長
が
農
閑
期
の
マ
レ
ー
人
を
使
っ
て
錫
採
掘
を
行
な
っ
て
い

た[ Sullivan 1982: 9, 29]

。
中
で
も
マ
レ
ー
半
島
西
岸
部
に

位
置
す
る
ペ
ラPerak

は
、
半
島
最
大
の
錫
生
産
地
域
で
あ
っ
た

[ Federated M
alay States Annual Report for 1900: 15]

。

　
一
九
世
紀
、
海
峡
錫
需
要
が
増
大
す
る
と
、
海
峡
植
民
地
に
住
む

華
人
商
人
の
中
か
ら
、
マ
レ
ー
半
島
の
錫
採
掘
に
進
出
す
る
も
の
が

現
れ
た
。
彼
ら
は
、
華
人
移
民
労
働
者
を
雇
用
し
、
労
働
集
約
的
に

採
掘
を
行
な
っ
た
。
マ
レ
ー
半
島
で
は
、
一
九
二
〇
年
代
末
に
い
た

る
ま
で
、
華
人
移
民
労
働
者
を
雇
用
す
る
華
人
経
営
の
公
司
が
生
産

の
中
心
を
担
っ
て
い
た
。

　
ペ
ラ
に
お
け
る
華
人
錫
採
掘
に
関
し
て
は
、
主
に
錫
鉱
業
史
の
側

面
か
ら
考
察
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
な
か
で
、
世
紀
転
換
期
は
、
一
九

世
紀
ま
で
全
盛
で
あ
っ
た
労
働
集
約
的
な
華
人
錫
採
掘
か
ら
近
代
的

な
採
掘
技
術
を
用
い
る
資
本
集
約
的
な
イ
ギ
リ
ス
資
本
に
よ
る
採
掘

へ
の
転
換
期
と
し
て
捉
え
ら
れ
、
後
者
の
成
功
の
原
因
を
探
る
こ
と

が
主
要
な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
（
４
）
。
し
か
し
、
イ
ギ
リ
ス
資
本
な
ど

西
欧
諸
国
の
資
本
に
よ
る
採
掘
企
業
は
、
一
九
〇
〇
年
代
以
降
成
功

し
始
め
た
と
は
い
え
、
一
九
一
〇
年
で
全
産
出
量
の
二
二
％
、
二
〇

年
で
三
六
％
で
あ
り
、
こ
の
数
値
が
逆
転
す
る
の
は
一
九
二
九
年
の

こ
と
で
あ
る[ Yip  1969:164]

。

　
一
方
、
世
紀
転
換
期
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
経
済
に
つ
い
て
は
、
貿
易
・

金
融
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
け
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
持
つ
役
割
や
、
そ

こ
に
お
け
る
華
人
商
人
の
役
割
に
つ
い
て
の
研
究
が
進
ん
で
い
る
（
５
）
。

ま
た
、
海
峡
植
民
地
に
住
む
華
人
と
後
背
地
に
お
け
る
一
次
産
品
生

産
に
つ
い
て
の
研
究
も
近
年
進
み
つ
つ
あ
る
（
６
）

。
し
か
し
、
商
業
活
動

の
中
心
地
と
さ
れ
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
、
華
人
に
よ
る
一
次
産
品
生

産
の
代
表
と
も
言
え
る
マ
レ
ー
半
島
の
錫
採
掘
と
の
関
係
は
十
分
に
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わ
か
っ
て
い
な
い
。

　
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
マ
レ
ー
半
島
ペ
ラ
の
錫
産
業
を
例
に
、
一

次
産
品
生
産
を
通
じ
て
域
内
経
済
の
担
い
手
と
な
っ
て
い
っ
た
華
人

企
業
家
が
、
世
紀
転
換
期
に
お
け
る
採
掘
・
精
錬
技
術
の
変
化
や
、

金
融
・
資
本
部
門
の
地
域
へ
の
浸
透
に
ど
の
よ
う
に
対
処
し
た
の
か

を
分
析
す
る
こ
と
を
通
じ
、
結
節
点
で
あ
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
地
域

経
済
が
ど
の
よ
う
な
関
係
性
を
作
っ
て
い
っ
た
か
を
検
討
し
た
い
。

報
告
に
お
け
る
史
料
と
し
て
は
、
年
次
報
告
や
各
種
報
告
書
な
ど
イ

ギ
リ
ス
植
民
地
文
書
と
、同
時
代
に
記
さ
れ
た
文
献
を
主
に
用
い
る
。

一
　
一
八
八
〇
年
代
ま
で
の
状
況

　
ペ
ラ
は
古
く
か
ら
錫
産
出
地
域
と
し
て
知
ら
れ
て
き
た
。

一
八
四
〇
年
代
、
北
西
沿
岸
部
の
ラ
ル
ッ
トLarut
で
良
質
な
錫

鉱
床
が
発
見
さ
れ
る
と
、
大
量
の
華
人
が
こ
の
地
に
移
住
し
、
錫
採

鉱
床
が
急
増
し
た
。
一
八
六
〇
年
代
後
半
か
ら
七
〇
年
代
初
頭
、
ペ

ナ
ン
で
発
生
し
た
華
人
同
士
の
争
い
が
ラ
ル
ッ
ト
に
波
及
し
、
錫
採

掘
を
巡
る
華
人
同
士
の
利
権
争
い
に
発
展
し
た
。
こ
れ
に
ペ
ラ
の
ス

ル
タ
ンSultan

の
後
継
者
争
い
が
加
わ
っ
た
。
当
時
、
海
峡
植
民

地Straits Settlem
ents

を
植
民
地
化
し
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
は
こ

れ
に
介
入
し
（
７
）
、
ペ
ラ
は
一
八
七
四
年
イ
ギ
リ
ス
の
保
護
領
と
な
っ

た
（
８
）

。
治
安
の
回
復
し
た
ラ
ル
ッ
ト
か
ら
の
錫
産
出
量
は
急
増
し
た
。

　
ラ
ル
ッ
ト
の
錫
生
産
は
、
華
人
有
力
者
の
経
営
す
る
鉱
床
に
担
わ

れ
て
い
た
。
一
八
八
八
年
、
ラ
ル
ッ
ト
の
一
〇
人
の
有
力
華
人
の

経
営
す
る
鉱
床
か
ら
は
、
九
二
、九
七
二
・
三
ピ
ク
ル
（
９
）

の
錫
原
鉱
が

産
出
さ
れ
て
お
り
、
ラ
ル
ッ
ト
全
体
産
出
量）
（1
（

の
約
六
〇
％
を
占
め

て
い
た[ Perak Annual Report for 1888: 44]

。
そ
の
中
で
も

最
大
の
鉱
床
を
経
営
し
て
い
た
の
が
鄭
景
貴Chung K

eng K
w

ee 
( Chung Ah K

w
ee, Cheng A

h K
w

i)

で
あ
る
。
鄭
景
貴
は
広
東

省
出
身
の
客
家
で
あ
る
。一
八
四
〇
年
代
に
ペ
ナ
ン
に
移
住
し
た
後
、

ラ
ル
ッ
ト
に
進
出
し
た
。
一
八
六
〇
年
代
か
ら
七
〇
年
代
初
頭
、
ペ

ナ
ン
に
お
い
て
発
生
し
た
海
山
会
系
と
義
興
会
系
の
結
社
同
士
の
争

い
が
ラ
ル
ッ
ト
に
波
及
す
る
と
、
海
山
会
系
の
結
社
の
首
領
と
し
て

活
躍
し
た
。
一
八
七
四
年
、
ペ
ラ
が
イ
ギ
リ
ス
に
よ
る
保
護
領
と
な

る
と
、
甲
必
丹K

apitan

に
任
命
さ
れ
、
イ
ギ
リ
ス
に
よ
る
華
人

統
治
に
協
力
し
た[ W

ong  1964: 77-80]

。
一
八
七
〇
年
代
末
に

こ
の
地
域
を
調
査
し
た
ド
イ
ルD

oyle, P.

は
、
鄭
景
貴
の
経
営
す

る
鉱
床
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
な
記
述
を
残
し
て
い
る
。

ペ
ラ
で
最
も
大
き
な
鉱
床
は
カ
ム
ン
テ
ィ
ンK

am
unting

に

あ
る
コ
ン
・
ロ
ンK

ong Loon

公
司
に
よ
っ
て
所
有
さ
れ
て

い
る
。
同
公
司
は
華
人
有
力
企
業
家
で
あ
る
甲
必
丹
鄭
景
貴
の

下
に
あ
る
。
彼
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
採
掘
機
械
を
高
く
評
価
し
て

お
り
、
そ
れ
は
扱
い
に
く
く
効
率
の
悪
い
轉
車Chin Chia

に
か
え
て
遠
心
ポ
ン
プ
や
エ
ン
ジ
ン
を
導
入
し
た
こ
と
か
ら
も
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明
ら
か
で
あ
る
。
同
鉱
床
で
は
、
全
て
の
鉱
床
の
中
で
最
も
多

い
三
〇
〇
人
の
労
働
者
を
用
い
て
い
る[ D

olye 1879: 7]

。

　
カ
ム
ン
テ
ィ
ン
は
、
ア
ッ
サ
ム
・
ク
ン
バ
ンAssam

 
K

um
bang

、
ト
ゥ
パ
イ  Tupai (Topai)

と
並
ぶ
ラ
ル
ッ
ト
の

錫
採
掘
中
心
地
域
で
あ
り
、
一
八
八
一
年
、
カ
ム
ン
テ
ィ
ン
で
は

四
四
の
鉱
床
で
四
、三
三
〇
人
の
労
働
者
が
働
い
て
い
た[ de la 

Crois 1883: 24]

。
一
八
八
七
年
、
鄭
景
貴
の
経
営
す
る
鉱
床

は
、
約
三
二
、〇
〇
〇
ピ
ク
ル
の
錫
原
鉱
を
産
出
し
て
い
た[ Perak 

G
overnm

ent G
azette 1888: 125]

。

　
排
水
技
術
を
除
く
と
、
採
掘
は
ほ
ぼ
全
て
人
力
で
行
な
わ
れ
て
い

た
。
労
働
集
約
的
な
採
掘
の
た
め
、
労
働
者
を
い
か
に
確
保
し
、
賃

金
を
い
か
に
抑
え
る
か
が
鉱
床
経
営
に
お
い
て
重
要
で
あ
っ
た
。
そ

の
た
め
に
と
ら
れ
て
い
た
方
法
が
、
現
物
前
貸
し
と
ペ
ナ
ン
を
通
じ

た
労
働
者
リ
ク
ル
ー
ト
で
あ
っ
た
。
労
働
者
は
、
鉱
床
近
く
に
建
て

ら
れ
た
公
司）
（（
（

と
呼
ば
れ
る
建
物
で
生
活
し
て
い
た
。
労
働
者
の
食
事

な
ど
は
公
司
を
通
じ
て
提
供
さ
れ
て
お
り
、
最
低
限
の
生
活
に
つ
い

て
は
保
障
さ
れ
て
い
た
。
決
済
に
必
要
な
労
働
者
の
労
働
日
数
な
ど

も
、
公
司
ご
と
に
把
握
さ
れ
て
い
た
。
賃
金
の
計
算
方
法
は
、
日
割

り
な
ど
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
、
行
港hang kong

と
呼
ば
れ
る
労

働
者
頭
を
通
じ
て
支
払
わ
れ
て
い
た
。
公
司
で
は
、
食
事
な
ど
の
必

需
品
の
他
、ア
ヘ
ン
な
ど
も
前
貸
し
の
形
で
労
働
者
に
提
供
さ
れ
た
。

公
司
で
提
供
さ
れ
た
品
は
、
労
働
者
ご
と
に
帳
簿
に
記
載
さ
れ
、
賃

金
支
払
い
の
際
に
決
済
さ
れ
た[ D

oyle  1879: 10-11]

。
決
済
は
、

年
に
一
回
な
い
し
二
回
で
あ
り
、
中
国
正
月
（
二
回
の
場
合
は
中

国
正
月
と
陰
暦
六
月
）
に
行
な
わ
れ
て
い
た[ de la Croix  1882: 

33]

。
こ
の
よ
う
な
決
済
法
は
、「
現
物
前
貸
し
制truck system

」

と
呼
ば
れ
、ラ
ル
ッ
ト
で
は
ほ
と
ん
ど
の
鉱
床
で
用
い
ら
れ
て
い
た
。

現
物
前
貸
し
制
や
ア
ヘ
ン
の
販
売
は
、
錫
鉱
床
経
営
者
に
大
き
な
利

益
を
も
た
ら
し
て
い
た
。

　
労
働
者
の
リ
ク
ル
ー
ト
に
お
い
て
は
、
中
国
南
部
か
ら
海
峡
植
民

地
を
経
由
し
て
鉱
床
に
至
る
、
専
門
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
を
介
し
た

移
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
存
在
し
て
い
た[ Labour Com

m
ission 

1891: 10-11]

。
中
国
南
部
か
ら
ペ
ナ
ン
に
来
航
し
た
移
民
は
、
ペ

ナ
ン
の
移
民
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
を
介
し
て
ス
マ
ト
ラ
島
の
プ
ラ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
や
ラ
ル
ッ
ト
や
南
タ
イ
の
錫
鉱
床
な
ど
へ
と
向
か
っ
て
い
っ

た
。
ペ
ナ
ン
の
有
力
な
華
人
商
人
の
多
く
は
、
こ
れ
ら
の
地
域
の
プ

ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
錫
鉱
床
に
利
権
を
持
っ
て
お
り
、
直
接
的
あ
る

い
は
間
接
的
に
、
移
民
ビ
ジ
ネ
ス
に
も
関
与
し
て
い
た
。
ラ
ル
ッ
ト

の
錫
採
掘
主
は
、
ペ
ナ
ン
の
有
力
な
商
人
を
通
じ
て
移
民
エ
ー
ジ
ェ

ン
ト
な
ど
と
も
強
い
関
係
を
結
び
、
必
要
な
労
働
者
を
確
保
し
て
い

た
。
彼
ら
は
リ
ク
ル
ー
ト
に
際
し
、
自
身
の
出
身
地
と
の
関
係
な
ど

を
利
用
し
た
。
彼
ら
が
地
縁
に
基
づ
く
郷
幇
に
属
し
、
同
郷
出
身
者

の
保
護
者
と
し
て
活
動
し
て
い
た
理
由
の
一
つ
は
こ
れ
に
あ
る
。
例

え
ば
、
当
時
最
大
の
鉱
床
を
経
営
し
て
い
た
鄭
景
貴
は
、
広
東
省
出
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身
の
客
家
を
中
心
と
す
る
海
山
会
の
頭
目
で
あ
り
、
広
東
省
増
城
県

出
身
者
を
多
数
雇
用
し
て
い
た
［
山
田
　1973:  277-278

］。
労
働

者
の
リ
ク
ル
ー
ト
を
仲
介
す
る
ペ
ナ
ン
の
有
力
商
人
は
、
錫
採
掘

の
運
転
資
金
の
前
貸
し
も
行
な
っ
て
い
た
。
前
貸
し
頭
家Tow

key 
Labor

と
呼
ば
れ
る
彼
ら
は
、
錫
販
売
利
益
を
分
配
す
る
份
形
式
な

ど
で
、
現
地
で
実
際
に
鉱
床
を
経
営
す
る
華
人
に
資
金
を
提
供
し
て

い
た
［
山
田
　1973

：284-287

］。

　
ラ
ル
ッ
ト
で
産
出
さ
れ
た
錫
は
、
海
峡
植
民
地
に
住
み
、
し
ば

し
ば
前
貸
し
頭
家
も
兼
ね
て
い
た
錫
仲
買
商
を
通
じ
て
、
地
理
的

に
も
近
接
し
て
い
る
ペ
ナ
ン
に
輸
出
さ
れ
て
い
た
。
一
八
八
三
年

の
年
次
報
告
に
よ
る
と
、
八
二
年
に
ペ
ナ
ン
に
輸
入
さ
れ
た
総
額

五
、一
九
一
、四
七
五
ド
ル
の
錫
の
う
ち
約
四
八
・
五
％
に
あ
た
る
二
、

五
一
七
、八
七
三
ド
ル
が
ペ
ラ
及
び
ラ
ル
ッ
ト
か
ら
の
輸
入
で
あ
っ

た
。こ
れ
は
南
タ
イ
か
ら
の
二
、六
五
二
、五
九
一
ド
ル（
五
一
・
一
％
）

と
ほ
ぼ
並
び
、
ペ
ナ
ン
で
取
引
さ
れ
る
錫
の
ほ
ぼ
全
て
が
こ
の

両
地
域
か
ら
の
錫
で
あ
っ
た）
（1
（

[ Straits Settlem
ents Annual 

Report for 1882: 227]

。
一
方
、
マ
レ
ー
半
島
か
ら
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
へ
輸
出
さ
れ
る
錫
は
、
マ
ラ
ッ
カ
を
経
由
し
て
輸
入
さ
れ
て
い

た[ Straits Settlem
ents Annual Report for 1880: 242]

。

マ
ラ
ッ
カ
に
輸
出
さ
れ
る
錫
は
、
マ
レ
ー
半
島
中
南
部
の
ル
ク
ッ

トL
ukut

な
ど
で
産
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
地
域
の

華
人
は
マ
ラ
ッ
カ
に
住
む
商
人
か
ら
前
貸
し
を
受
け
て
い
た
［
崔
　

1969:80

］）
（1
（

。

　
こ
の
よ
う
に
、
ラ
ル
ッ
ト
を
中
心
と
す
る
一
八
八
〇
年
代
ま
で
の

ペ
ラ
の
華
人
錫
採
掘
は
、
資
金
、
労
働
者
リ
ク
ル
ー
ト
、
錫
販
売
に

お
い
て
ペ
ナ
ン
を
結
節
点
と
し
て
お
り
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
ほ
と
ん

ど
関
係
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

二
　
錫
精
錬
・
輸
送
の
変
化

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
ペ
ラ
華
人
錫
採
掘
の
関
係
は
、
一
八
九
〇
年

代
に
お
け
る
錫
流
通
の
面
で
の
変
化
に
伴
い
発
生
し
た
。
そ
の

き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
が
、
海
峡
貿
易
会
社Straits Trading 

Com
pany Lim

ited

の
精
錬
部
門
へ
の
進
出
で
あ
る
。
海
峡
貿
易

会
社
は
、
一
八
八
六
年
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
設
立
さ
れ
た
有
限
会
社

で
あ
る）
（1
（

。
マ
レ
ー
半
島
各
地
か
ら
産
出
さ
れ
る
錫
原
鉱
を
購
入
し
、

自
社
の
精
錬
所
で
精
錬
し
、
販
売
す
る
こ
と
を
目
的
に
設
立
さ
れ
た

同
社
は
、
設
立
当
初
よ
り
、
錫
産
出
地
域
へ
の
進
出
を
図
っ
て
い
た
。

　
一
八
八
〇
年
代
ま
で
採
掘
の
中
心
を
担
っ
て
い
た
ラ
ル
ッ
ト
で

は
、
既
存
の
華
人
精
錬
業
者
に
よ
る
強
い
反
対
が
あ
っ
た
た
め
進
出

が
で
き
な
か
っ
た
。
ラ
ル
ッ
ト
で
は
、
鉱
床
に
お
い
て
採
掘
・
選
鉱

さ
れ
た
錫
原
鉱
は
、
鉱
床
で
精
錬
さ
れ
る
か
、
原
鉱
仲
買
商
を
通

じ
て
カ
ム
ン
テ
ィ
ン
な
ど
鉱
床
近
く
の
町
に
存
在
す
る
華
人
の
精

錬
所
で
精
錬
さ
れ
て
い
た
。
ラ
ル
ッ
ト
で
は
、
南
タ
イ
の
ジ
ャ
ン
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ク
・
セ
イ
ロ
ンJunk Ceylon

島）
（1
（

に
由
来
す
る
ト
ン
カ
炉Relau 

Tongka
と
ス
マ
ト
ラ
島
の
東
に
あ
る
バ
ン
カBangka

島
に
由
来

す
る
バ
ン
カ
炉Relau Bangka

の
二
種
類
の
精
錬
法
が
主
に
用

い
ら
れ
て
い
た[ W

ong

　1965:  157-158]

。
精
錬
さ
れ
た
錫
は
、

牛
な
い
し
水
牛
に
よ
っ
て
引
か
れ
る
荷
車
で
テ
ル
ッ
ク
・
カ
ル
タ
ン

Teluk K
artang

ま
で
運
ば
れ
、
船
に
積
み
替
え
ら
れ
て
ペ
ナ
ン

に
運
ば
れ
た[ de la Criox 1882: 61]

。

　
ペ
ラ
に
お
け
る
同
社
の
進
出
は
、
一
八
八
〇
年
代
半
ば
の
国
際
的

な
錫
価
格
の
上
昇
に
伴
う
錫
ラ
ッ
シ
ュ
に
よ
っ
て
開
発
の
進
ん
だ
キ

ン
タK

inta

地
域
で
始
ま
っ
た
。
キ
ン
タ
は
、
ペ
ラ
川
の
支
流
キ

ン
タ
川
流
域
を
中
心
と
す
る
地
域
で
あ
る
。
古
く
か
ら
錫
産
出
地
域

と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
も
の
の
、
採
掘
・
輸
送
に
か
か
る
費
用
が
高

く
、
採
掘
は
盛
ん
で
な
か
っ
た）
（1
（

。
錫
ラ
ッ
シ
ュ
が
始
ま
る
以
前
の

八
一
年
、
採
掘
中
心
地
の
一
つ
で
あ
っ
た
ゴ
ペ
ンG

openg

か
ら

ペ
ナ
ン
ま
で
錫
を
輸
送
す
る
場
合
、
ゴ
ペ
ン
か
ら
キ
ン
タ
川
支
流
の

一
つ
ラ
イ
アR

aia

川
の
船
着
場
プ
ン
カ
ラ
ン
・
バ
ルPengkalan 

Bharu

ま
で
の
約
一
一
㎞
を
象
で
、
プ
ン
カ
ラ
ン
・
バ
ル
か
ら
キ

ン
タ
川
と
ペ
ラ
川
の
合
流
点
に
あ
る
港
の
ド
ゥ
リ
ア
ン
・
ス
バ
タ
ン

D
urian Sebatang

）
（1
（

ま
で
の
約
四
五
㎞
を
小
型
帆
船perahu

）
（1
（

で
、

ド
ゥ
リ
ア
ン
・
ス
バ
タ
ン
か
ら
ペ
ナ
ン
ま
で
を
蒸
気
船
で
運
ん
で
い

た[ de la Croix

　1882: 62-63]

。一
八
八
〇
年
代
の
錫
ラ
ッ
シ
ュ

に
伴
い
進
出
し
た
華
人
は
、
ラ
ル
ッ
ト
の
華
人
と
は
異
な
り
、
ペ
ナ

ン
に
基
盤
を
持
た
な
い
中
小
の
錫
採
掘
経
営
者
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ

た
。
彼
ら
は
、
キ
ン
タ
川
流
域
各
地
に
分
散
し
て
、
小
規
模
に
採
掘

を
行
な
い
、
短
期
的
な
決
済
を
行
っ
て
い
た[ Federated M

alay 
States Annual Report for 1903: 10-11]

。
彼
ら
に
と
っ
て
、

こ
の
よ
う
な
長
距
離
輸
送
に
か
か
る
経
費
を
支
払
う
こ
と
は
困
難
で

あ
っ
た
。

　
海
峡
貿
易
会
社
は
、
八
九
年
に
ゴ
ペ
ン
で
支
店
を
設
け
た
の
を
皮

切
り
に
、
九
〇
年
に
バ
ト
ゥ
・
ガ
ジ
ャBatu G

ajah

、
九
一
年
に

ラ
ハ
トLahat

と
、
キ
ン
タ
各
地
に
原
鉱
購
買
所
を
設
け
、
周
辺

で
産
出
さ
れ
た
錫
原
鉱
の
購
入
を
開
始
し
た
。
そ
し
て
、
一
八
九
二

年
に
は
イ
ポ
ーIpoh

に
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
派
遣
し
、
キ
ン
タ
川
流

域
の
支
店
の
管
轄
を
行
な
っ
た[ Tregonning nd.:19]

。
同
社
は
、

錫
原
鉱
を
同
社
に
独
占
的
に
販
売
す
る
こ
と
を
条
件
に
、
キ
ン
タ
の

華
人
に
前
貸
し
を
行
な
う
な
ど
の
方
法
を
と
り
、
資
金
面
で
の
基
盤

の
薄
い
新
興
の
華
人
を
中
心
に
徐
々
に
シ
ェ
ア
を
伸
ば
し
て
い
っ
た

[ Everitt

　1952: 83]

。

　
同
社
は
、
キ
ン
タ
川
流
域
の
錫
を
精
錬
す
る
た
め
、
当
初
テ
ロ
ッ

ク
・
ア
ン
ソ
ン
に
精
錬
所
を
建
設
し
た
。
し
か
し
、
輸
送
手
段
が

乏
し
く
、
原
鉱
の
集
積
費
や
石
炭
の
輸
送
費
が
高
く
経
済
的
で
な

か
っ
た
た
め
、
こ
れ
を
閉
鎖
し
た
。
テ
ロ
ッ
ク
・
ア
ン
ソ
ン
に
代
わ

る
場
所
と
し
て
選
ば
れ
た
の
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
沖
の
ブ
ラ
ニBrani

島
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
既
に
港
湾
設
備
が
整
っ
て
お
り
、
精
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錬
炉
の
燃
料
で
あ
る
石
炭
を
直
接
荷
揚
げ
で
き
る
た
め
で
あ
っ
た

[ Tregonning nd.:13-14]

。
そ
の
結
果
、
キ
ン
タ
川
流
域
の
各

地
で
産
出
さ
れ
た
錫
原
鉱
は
、
蒸
気
船
で
ブ
ラ
ニ
島
ま
で
運
ば
れ
、

九
〇
年
に
同
島
に
建
設
さ
れ
た
精
錬
所
で
精
錬
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た[ Tregonning nd.:18]

。
同
社
の
シ
ェ
ア
の
拡
大
に
つ
い
て
、

ペ
ラ
州
理
事
官
ト
リ
ー
チ
ャ
ーW

. Treacher

は
次
の
よ
う
に
記

し
て
い
る
。

キ
ン
タ
か
ら
海
峡
貿
易
会
社
の
精
錬
所
に
原
鉱
の
形
で
輸
出
さ

れ
る
錫
の
量
は
、
九
〇
年
に
は
全
輸
出
量
四
分
の
一
で
あ
っ
た

が
、
今
年
（
九
一
年
）
は
総
量
の
半
分
以
上
で
あ
る
。
こ
の

増
加
は
、
精
錬
錫
の
輸
出
に
替
わ
っ
て
増
加
し
た
も
の
で
あ

り
、
九
一
年
の
精
錬
錫
輸
出
量
は
前
年
よ
り
一
二
、〇
〇
〇
ピ

ク
ル
減
少
し
た
。
同
社
の
活
動
は
、
キ
ン
タ
と
下
ペ
ラLow

er 
Perak

か
ら
の
貿
易
を
ペ
ナ
ン
か
ら
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
へ
と
転
じ

さ
せ
る
で
あ
ろ
う）
（1
（

［Perak G
overnm

ent G
azette 1892: 

418-419

］。

　
海
峡
貿
易
会
社
の
シ
ェ
ア
の
拡
大
は
、
一
八
九
〇
年
代
に
お

け
る
キ
ン
タ
か
ら
の
錫
原
鉱
輸
出
の
拡
大
か
ら
も
読
み
取
れ
る
。

一
八
八
九
年
ま
で
輸
出
さ
れ
た
ほ
ぼ
全
て
の
錫
が
精
錬
錫
で
あ
っ

た
キ
ン
タ
で
は
、
九
五
年
に
は
錫
原
鉱
の
輸
出
が
精
錬
錫
の
そ
れ

と
ほ
ぼ
同
額
と
な
っ
て
い
る
。
海
峡
貿
易
会
社
に
よ
る
進
出
は
、

一
九
〇
〇
年
代
も
拡
大
し
、
一
九
一
二
年
に
は
、
海
峡
植
民
地
か
ら

輸
出
さ
れ
た
約
四
八
、〇
〇
〇
ト
ン
の
錫
の
う
ち
、
約
四
分
の
三
に

あ
た
る
三
六
、五
〇
〇
ト
ン
を
海
峡
貿
易
会
社
が
精
錬
す
る
よ
う
に

な
っ
た[ Tregonning nd.: 32]

。

　
こ
の
動
き
を
促
進
し
た
の
が
、
近
代
的
な
輸
送
イ
ン
フ
ラ
の
整

備
で
あ
る
。
ペ
ラ
に
お
け
る
鉄
道
は
、
一
八
八
五
年
に
タ
イ
ピ
ン

と
錫
積
み
出
し
港
で
あ
る
ウ
ェ
ル
ドW

eld

港
を
結
ぶ
形
で
成
立
し

た
。
一
八
九
五
年
、
新
た
な
錫
採
掘
中
心
地
で
あ
る
キ
ン
タ
川
流

域
の
イ
ポ
ー
と
テ
ロ
ッ
ク
・
ア
ン
ソ
ン
の
間
が
鉄
道
で
結
ば
れ
た
。

一
九
〇
八
年
に
は
、
キ
ン
タ
の
鉱
床
地
域
と
し
て
発
展
を
始
め
た
ト

ロ
ノ
ーTronoh

へ
の
支
線
が
イ
ポ
ー
＝
テ
ロ
ッ
ク
・
ア
ン
ソ
ン
線

と
結
ば
れ
、
鉱
床
か
ら
直
接
原
鉱
を
運
び
出
す
こ
と
が
可
能
に
な
っ

た
［Chai

　1964:  182- 183

］。
ま
た
、
港
湾
設
備
の
発
達
と
域

内
航
路
に
お
け
る
蒸
気
船
の
普
及
に
よ
り
、
蒸
気
船
に
よ
っ
て
原
鉱

を
海
峡
植
民
地
ま
で
運
ぶ
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
海
峡
貿
易
会
社
の
進
出
に
対
し
、
ペ
ナ
ン
に
拠
点
を

持
つ
華
人
の
中
か
ら
、
近
代
的
な
精
錬
技
術
の
導
入
に
よ
り
、
こ
れ

に
対
抗
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
見
ら
れ
た
。
そ
の
代
表
と
い
え
る
人

物
が
李
振
和Lee Chin H

o

で
あ
る
。
一
八
六
三
年
ペ
ナ
ン
に
生

ま
れ
た
李
振
和
は
、
一
八
八
二
年
よ
り
タ
イ
ピ
ン
に
て
錫
採
掘
、
精

錬
を
開
始
し
た
。
蒸
気
エ
ン
ジ
ン
な
ど
の
近
代
的
な
技
術
の
導
入
に

積
極
的
で
あ
っ
た
彼
は
、
そ
の
後
キ
ン
タ
川
流
域
の
ゴ
ペ
ン
に
進

出
し
て
精
錬
所
を
開
設
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
式
の
反
射
炉
を
導
入
し
た
。
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一
八
九
八
年
、
ペ
ナ
ン
にSeng K

ee Tin Sm
elting W

orks

を

設
立
し
た
。
同
精
錬
所
は
、
一
九
〇
七
年
、
西
欧
資
本
家
と
他
の
華

人
資
本
家）
11
（

が
出
資
す
る
東
方
冶
煉
有
限
公
司Eastern Sm

elting 
Com

pany Lim
ited

と
し
て
登
記
さ
れ
た[ Lee &

 Chow
  1997: 

85]

。
同
社
は
、
精
錬
活
動
が
軌
道
に
乗
り
始
め
た
一
九
一
一
年
、

英
国
の
資
本
家
に
よ
っ
て
完
全
に
買
収
さ
れ
た[ Everitt  1952: 

84-85]

。
同
社
の
設
立
に
伴
い
、
ペ
ラ
か
ら
ペ
ナ
ン
に
原
鉱
の
形

で
錫
が
輸
出
さ
れ
始
め
、
一
九
〇
〇
年
に
ペ
ラ
か
ら
ペ
ナ
ン
に
輸
出

さ
れ
た
錫
の
う
ち
、
一
〇
、三
五
二
、三
一
一
ド
ル
相
当
が
精
錬
錫

で
あ
り
、
約
五
〇
、〇
〇
〇
ド
ル
相
当
が
錫
原
鉱
で
輸
出
さ
れ
て
い

た[ Straits Settlem
ents Annual Reports for 1900: 545]

。

同
年
、
ペ
ラ
か
ら
は
、
一
九
四
、九
八
二
ピ
ク
ル
の
精
錬
錫
と

一
六
〇
、六
〇
七
ピ
ク
ル
の
錫
原
鉱
、
総
額
二
六
、〇
三
二
、〇
〇
〇

ド
ル
が
輸
出
さ
れ
て
お
り[ Federated M

alay States Annual 
Report for 1900: 28]

、
ペ
ラ
か
ら
産
出
さ
れ
る
錫
の
約
五
九
％

が
ペ
ナ
ン
に
輸
出
さ
れ
て
い
た
。

　
ペ
ナ
ン
に
対
す
る
ペ
ラ
以
外
か
ら
の
輸
出
で
は
、
シ
ャ
ム
西
海

岸
諸
港
か
ら
三
、五
八
二
、五
九
六
ド
ル
相
当
の
精
錬
錫
が
輸
出

さ
れ
た[ Straits Settlem

ents Annual Reports for 1900: 
545]

。
一
八
八
二
年
の
貿
易
額
を
比
較
す
る
と
、
輸
入
量
と
し

て
は
増
加
し
て
い
る
も
の
の
、
ペ
ナ
ン
に
輸
入
さ
れ
る
錫
全
体
で

は
相
対
的
に
は
減
少
し
て
い
る
。
一
方
、
一
八
八
二
年
に
全
く

輸
出
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
ス
ラ
ン
ゴ
ー
ル
か
ら
、
精
錬
錫
と
錫

原
鉱
合
わ
せ
て
五
、四
〇
九
、三
九
九
ド
ル
相
当
が
輸
出
さ
れ
た

[ Straits Settlem
ents Annual Reports for 1900: 545]

。
ス

ラ
ン
ゴ
ー
ル
で
は
、
同
年
一
一
八
、〇
七
六
ピ
ク
ル
の
精
錬
錫
と

一
五
一
、四
一
四
ピ
ク
ル
の
錫
原
鉱
が
そ
れ
ぞ
れ
輸
出
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
合
計
額
は
一
九
、四
三
四
、五
六
二
ド
ル
で
あ
り
、
総
輸
出
額

の
約
二
八
％
が
ペ
ナ
ン
に
輸
出
さ
れ
た
こ
と
に
な
り[ Federated 

M
alay States Annual Report for 1900: 48]

、
残
り
の
約

七
二
％
が
、
直
接
な
い
し
マ
ラ
ッ
カ
を
経
由
し
て
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に

輸
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
と
な
る
。

　
近
代
的
な
精
錬
が
こ
の
時
期
に
急
速
に
広
ま
っ
た
理
由
と
し
て
、

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
ブ
リ
キ
産
業
の
発
展
が
あ
げ
ら
れ
る
。
従
来
、

海
峡
植
民
地
に
輸
出
さ
れ
た
錫
は
、
精
錬
さ
れ
た
後
イ
ギ
リ
ス
に
輸

送
さ
れ
、
ブ
リ
キ
に
加
工
さ
れ
た
後
に
ア
メ
リ
カ
へ
輸
出
さ
れ
て
い

た
。
し
か
し
、
蒸
気
船
の
普
及
に
伴
い
ア
ジ
ア
市
場
へ
進
出
し
始
め

た
ア
メ
リ
カ
は
、
東
南
ア
ジ
ア
の
錫
産
地
か
ら
直
接
錫
を
購
入
す
る

よ
う
に
な
り
、
海
峡
植
民
地
か
ら
ア
メ
リ
カ
へ
の
精
錬
錫
輸
出
量
は

八
〇
年
代
後
半
よ
り
徐
々
に
増
加
し
始
め
た
。
一
九
〇
〇
年
、
海
峡

植
民
地
か
ら
ア
メ
リ
カ
へ
は
約
一
四
、〇
〇
〇
ト
ン
の
錫
が
輸
出
さ

れ
て
い
た
が
、
こ
れ
は
海
峡
植
民
地
か
ら
の
総
輸
出
量
の
約
30
％

を
占
め
て
い
た[ Straits Settlem

ents Annual Report for 
1900: 597]

。
そ
の
た
め
、
オ
ラ
ン
ダ
領
東
イ
ン
ド
の
バ
ン
カ
島
な
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ど
と
の
競
争
に
勝
つ
た
め
に
、
ア
メ
リ
カ
市
場
に
好
ま
れ
る
高
品
質

の
精
錬
錫
を
提
供
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
一
九
世
紀
末
に
お
け
る
精
錬
技
術
の
近
代
化
と
、
そ
れ
に
伴
う
海

峡
貿
易
会
社
の
急
速
な
シ
ェ
ア
の
拡
大
は
、
海
峡
植
民
地
に
よ
る
精

錬
の
一
元
化
を
も
た
ら
し
た
。
そ
の
中
で
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
が
中
心
と

な
っ
て
い
っ
た
。
一
八
九
九
年
に
は
、
約
三
三
、〇
〇
〇
ト
ン
の
錫

原
鉱
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
輸
入
さ
れ
た
が
、
オ
ラ
ン
ダ
領
イ
ン
ド

か
ら
の
一
、六
〇
〇
ト
ン
以
外
の
全
て
の
原
鉱
は
マ
レ
ー
半
島
か
ら

輸
入
さ
れ
て
い
た [ Straits Settlem

ents Annual Report for 
1899: 11]

。

三
　
金
融
部
門
の
変
化

　
一
九
〇
〇
年
代
、
こ
れ
ま
で
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
拠
点
と
し
て

い
た
欧
系
金
融
資
本
が
、
主
要
錫
産
出
地
域
で
あ
る
キ
ン
タ
に

支
店
を
設
け
た
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
一
八
五
〇
年
代
か
ら
金

融
活
動
を
行
な
っ
て
い
た
チ
ャ
ー
タ
ー
ド
銀
行Chartered 

Bank of India, Australia and China

が
一
九
〇
二
年
に 

[ O
pium

 Com
m

ission 1908, vol2: 744-745]

、
香
港
上
海

銀
行The H

ongkong &
 Shanghai Banking Corporation

が
一
九
一
〇
年
に
イ
ポ
ー
に
支
店
を
開
設
し
た[ K

hoo; Abdur 
Razzaq  2005: 200]

。西
欧
系
銀
行
の
キ
ン
タ
地
域
へ
の
進
出
は
、

一
九
〇
〇
年
代
以
降
の
イ
ギ
リ
ス
資
本
の
同
地
域
へ
の
進
出
と
関
係

し
て
い
る
。
一
九
世
紀
を
通
じ
錫
採
掘
部
門
へ
の
進
出
を
目
指
し
た

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
資
本
の
錫
採
掘
会
社
は
、
ほ
ぼ
全
て
失
敗
に
終
わ
っ

た
。
こ
れ
は
、
労
働
集
約
的
な
錫
採
掘
に
お
い
て
、
労
働
者
の
確
保

や
労
働
者
へ
の
賃
金
と
言
う
点
で
華
人
の
経
営
す
る
鉱
床
に
か
な
わ

な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
九
世
紀
末
に
な
る
と
華
人
の

労
働
者
雇
用
方
法
に
変
化
が
生
じ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
資
本
の
企
業
が
華

人
労
働
者
を
雇
用
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
優

良
な
鉱
床
が
枯
渇
し
始
め
、
よ
り
深
い
層
ま
で
掘
り
下
げ
て
い
く
必

要
が
生
じ
る
と
、
近
代
的
な
採
掘
技
術
の
導
入
が
必
要
と
な
っ
て

い
っ
た
。
そ
の
た
め
、
一
九
〇
〇
年
代
に
入
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
の
錫

採
掘
地
域
で
あ
る
コ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ル
地
方
の
資
本
家
が
ペ
ラ
の
錫
採

掘
に
投
資
を
行
な
い
始
め
た）
1（
（

。
さ
ら
に
、
一
九
〇
〇
年
代
半
ば
、
ゴ

ム
・
ブ
ー
ム
が
発
生
す
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
の
資
本
家
が
ゴ
ム･

プ
ラ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
投
資
を
開
始
し
た
。
西
欧
系
銀
行
が
キ
ン
タ
に
進

出
を
開
始
し
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
投
資
家
に
便
宜
を
図
る
た
め
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る）
11
（

。

　
キ
ン
タ
で
錫
鉱
床
経
営
を
行
な
う
華
人
の
中
で
、
西
欧
系
銀
行
の

進
出
に
積
極
的
な
反
応
を
示
す
者
が
出
現
し
た
。
チ
ャ
ー
タ
ー
ド

銀
行
の
出
納
係casher

兼
買
弁com

pradore

で
あ
っ
た
リ
ー
・

チ
ュ
ー
ブ
ンLee Choo Boon

に
よ
る
と
、
イ
ポ
ー
周
辺
の
華
人

の
う
ち
約
一
、〇
〇
〇
か
ら
二
、〇
〇
〇
人
が
錫
採
掘
に
利
権
を
持
っ
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マ
レ
ー
半
島
ペ
ラ
に
お
け
る
華
人
錫
鉱
業
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
（
東
條
）

て
お
り
、
そ
の
う
ち
数
十
人
か
ら
一
〇
〇
人
程
度
が
同
銀
行
に
口
座

を
持
っ
て
お
り[ O

pium
 Com

m
ission 1908, vol2: 744-745]

、

華
人
が
こ
の
よ
う
な
銀
行
を
利
用
し
始
め
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
二
〇
世
紀
に
は
い
る
と
、
華
人
系
の
銀
行
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

を
拠
点
に
設
立
さ
れ
始
め
た
。
一
九
〇
三
年
、
黄
亜
福W

ong Ah 
Fuk

に
よ
っ
て
廣
益
銀
行
が
設
立
さ
れ
る
と
、
一
九
一
〇
年
代
に

華
人
系
の
銀
行
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
設
立
さ
れ
て
い
っ
た
［
威
爾
遜 

1975:  9,  23]

）
11
（

。

　
こ
の
よ
う
な
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
中
心
と
し
た
金
融
資
本
の
進
出

に
積
極
的
に
反
応
し
た
華
人
の
例
と
し
て
、
世
紀
転
換
期
に
キ
ン
タ

を
代
表
す
る
華
人
鉱
床
経
営
者
と
な
っ
た
余
東
旋Eu Tong Sen

と
胡
子
春Foo Choo Choon

が
あ
げ
ら
れ
る
。
余
東
旋
の
父
余

廣Eu K
ong (Eu K

ong Pei)

は
、
キ
ン
タ
川
流
域
に
進
出
を
開

始
し
た
海
峡
貿
易
会
社
に
最
初
に
錫
原
鉱
を
販
売
し
た
華
人
の
一
人

で
あ
っ
た [ Everitt

　1952

：83]

。
余
廣
は
、
ゴ
ペ
ン
で
漢
方
薬

の
店
を
経
営
す
る
傍
ら
、
錫
採
掘
経
営
を
開
始
し
、
海
峡
貿
易
会
社

へ
原
鉱
を
販
売
し
て
、
採
掘
に
必
要
な
資
金
を
調
達
し
た
。
余
廣
の

息
子
で
あ
る
余
東
旋
は
、
一
八
九
〇
年
代
末
、
父
の
事
業
を
引
き

継
ぐ
と
、
錫
採
掘
に
力
点
を
置
き
、
ゴ
ペ
ン
や
カ
ン
パ
ルK

am
par

を
中
心
に
急
速
に
採
掘
規
模
を
拡
大
し
て
い
き
、
ペ
ラ
を
代
表
す
る

鉱
床
経
営
者
と
な
っ
て
い
っ
た）
11
（

。
余
東
旋
は
、
一
九
〇
〇
年
代
よ
り

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
拠
点
に
本
国
へ
の
送
金
事
業
を
開
始
す
る
な
ど
金

融
部
門
に
も
事
業
を
拡
大
し
、
一
九
二
〇
年
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で

利
華
銀
行Lee W

ah Bank

を
設
立
し
た[

久
末
　2006:  208, 

212]

。
胡
子
春
は
、
一
八
九
〇
年
代
後
半
以
降
、
新
興
の
ト
ロ
ノ
ー

を
中
心
に
採
掘
用
地
を
獲
得
し
、
鉱
床
経
営
を
開
始
し
た）
11
（

。
自
身

の
経
営
す
る
公
司
に
お
い
て
採
掘
を
拡
大
す
る
一
方
、
イ
ギ
リ
ス

人
投
資
家
の
進
出
に
伴
い
一
九
〇
一
年
に
設
立
さ
れ
た
ト
ロ
ノ
ー

鉱
床
会
社Tronoh M

ines Lim
ited

に
出
資
し
た [ Lee; Chow

  
1997: 42-43]

。
そ
の
結
果
、
一
九
一
五
年
に
は
、
五
八
五
九
エ
ー

カ
ー
の
鉱
業
用
地
を
所
有
し
、
五
、六
〇
二
人
の
労
働
者
を
雇
用
す

る
、
ペ
ラ
で
最
大
の
鉱
床
経
営
者
の
一
人
と
な
っ
た[ K

inta Land 
O

ffice, File N
o. 30/1915]

。
余
東
旋
や
胡
子
春
に
代
表
さ
れ
る

大
規
模
な
華
人
鉱
床
経
営
者
は
、
水
射
機
や
グ
ラ
ベ
ル･

ポ
ン
プ
な

ど
、
こ
の
時
期
に
導
入
さ
れ
た
近
代
的
な
採
掘
技
術
も
積
極
的
に
導

入
し
て
い
っ
た
。

　
余
東
旋
や
胡
子
春
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、 

一
八
九
〇
年
代
後
半
か

ら
一
九
〇
〇
年
代
に
入
る
と
、
錫
ラ
ッ
シ
ュ
に
伴
う
開
発
で
成
功

し
、
キ
ン
タ
に
お
い
て
大
規
模
な
採
掘
を
行
な
う
者
の
中
か
ら
、
従

来
の
ア
ヘ
ン
専
売
に
よ
る
利
益
獲
得
に
依
存
せ
ず
、
ア
ヘ
ン
吸
引
に

反
対
す
る
者
が
現
れ
た）
11
（

。
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
一
八
八
〇
年
代
ま

で
の
錫
鉱
床
経
営
者
に
と
っ
て
、
ア
ヘ
ン
販
売
は
重
要
な
利
益
獲
得

手
段
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
ア
ヘ
ン
販
売
は
、
一
九
世
紀
を
通
じ
ペ
ラ

政
府
に
と
っ
て
錫
関
税
と
並
ぶ
重
要
な
歳
入
源
で
あ
り
、
政
府
は
、
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有
力
な
華
人
に
ア
ヘ
ン
専
売
権
を
与
え
、
彼
ら
か
ら
ア
ヘ
ン
販
売
税

を
受
け
取
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
国
際
的
な
ア
ヘ
ン
吸
引
反
対
論

の
展
開
な
ど
に
伴
い
、
政
府
は
ア
ヘ
ン
政
策
を
転
換
し
て
い
っ
た
。

一
八
九
五
年
、
政
府
は
華
人
に
対
す
る
ア
ヘ
ン
専
売
権
を
廃
止
し
、

直
接
税
を
課
し
始
め
た[ Federated M

alay States Annual 
Report for 1896: 15]

。
こ
れ
に
よ
り
、華
人
鉱
床
経
営
者
に
と
っ

て
、
ア
ヘ
ン
販
売
に
よ
る
利
益
が
減
少
し
、
ア
ヘ
ン
販
売
に
依
存
し

な
い
よ
う
な
鉱
床
経
営
が
必
要
と
な
っ
た
。
そ
れ
を
示
し
て
い
る
の

が
、
一
九
〇
八
年
の
ア
ヘ
ン
委
員
会
で
あ
る
。
ペ
ラ
の
華
人
で
召
喚

さ
れ
た
者
は
全
部
で
四
人
で
あ
り
、
四
人
と
も
ペ
ラ
反
ア
ヘ
ン
吸
引

会Perak Anti O
pium

 Society

に
属
し
て
い
た
。
そ
の
内
、
梁

碧
如Liang Pi Joo (Leong Fee)

、
胡
子
春
、
余
東
旋
の
三
名

は
キ
ン
タ
を
代
表
す
る
大
規
模
鉱
床
経
営
者
で
あ
っ
た[ O

pium
 

Com
m

ission 1908, vol2] 

。
鉱
床
経
営
者
以
外
で
一
九
〇
八
年

の
ア
ヘ
ン
委
員
会
に
召
喚
さ
れ
た
た
だ
一
人
の
華
人
が
チ
ャ
ー
タ
ー

ド
銀
行
に
勤
め
る
リ
ー
・
チ
ュ
ー
ブ
ン
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
キ

ン
タ
華
人
の
鉱
床
経
営
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
近
代
的
な
金
融
資

本
が
重
要
に
な
っ
て
き
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
チ
ャ
ー
タ
ー
ド
銀
行
な
ど
の
ペ
ラ
進
出
な
ど
に
伴
い
、
キ
ン
タ

北
部
に
位
置
す
る
イ
ポ
ー
が
地
域
拠
点
と
な
っ
て
い
っ
た
。
前
述

の
リ
ー
・
チ
ュ
ー
ブ
ン
に
よ
る
と
、
カ
ン
パ
ル
が
実
際
の
採
掘
の

中
心
地
で
あ
り
、
イ
ポ
ー
が
鉱
業
資
本
家
が
集
ま
る
都
市
と
な

り
、
採
掘
に
関
係
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
の
中
心
地
と
な
っ
た[ O

pium
 

Com
m

ission 1908, vol2: 744]

。
ペ
ラ
商
業
会
議
所Perak 

Cham
ber of Com

m
erce

な
ど
が
イ
ポ
ー
に
建
て
ら
れ
、
ペ
ラ

の
鉱
床
や
農
園
に
出
資
す
る
イ
ギ
リ
ス
資
本
家
の
多
く
が
イ
ポ
ー

に
拠
点
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
余
東
旋
や
胡
子
春
の
よ
う
な
華

人
有
力
採
掘
主
は
イ
ポ
ー
に
オ
フ
ィ
ス
を
構
え
る
も
の
も
現
れ
た
。

一
九
一
一
年
、
イ
ポ
ー
に
は
一
六
、三
九
〇
人
の
華
人
が
居
住
す
る

よ
う
に
な
り
、
ペ
ラ
最
大
の
都
市
と
な
っ
た[ The Census of the 

Federated M
alay States, 1911: 97-98]

。

四
　
結
論

　
一
八
八
〇
年
代
ま
で
、
ペ
ラ
の
華
人
錫
採
掘
は
、
地
理
的
に
近
接

し
た
ペ
ナ
ン
と
結
び
つ
い
て
お
り
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
殆
ど
関
係
を

持
っ
て
い
な
か
っ
た
。
一
八
九
〇
年
代
に
入
る
と
、
ま
ず
精
錬
部
門

に
お
い
て
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
拠
点
を
持
つ
海
峡
貿
易
会
社
が
新
興
の

キ
ン
タ
川
流
域
に
進
出
し
、
従
来
の
精
錬
錫
輸
出
か
ら
錫
原
鉱
輸
出

へ
と
変
化
し
始
め
た
。
こ
れ
に
対
し
、
古
く
か
ら
錫
流
通
に
関
与
し

て
い
た
ペ
ナ
ン
と
強
い
関
係
を
持
つ
華
人
の
中
に
、
近
代
的
な
精
錬

技
術
を
導
入
し
、
対
抗
し
よ
う
と
す
る
者
が
出
現
し
た
。
一
九
〇
〇

年
代
に
入
り
、
イ
ギ
リ
ス
資
本
が
ペ
ラ
に
本
格
的
に
進
出
す
る
と
、

こ
れ
ま
で
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
中
心
に
活
動
し
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
系
銀
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行
が
ペ
ラ
に
進
出
し
た
。
ま
た
、
こ
の
時
期
に
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を

拠
点
に
、華
人
銀
行
が
成
立
し
て
い
っ
た
。
華
人
採
掘
主
の
中
に
は
、

こ
の
よ
う
な
金
融
資
本
を
積
極
的
に
利
用
す
る
も
の
が
現
れ
た
。
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
金
融
と
キ
ン
タ
の
鉱
床
地
域
が
結
ば
れ
る
に
伴
い
、
イ

ポ
ー
が
そ
の
結
節
点
と
し
て
発
展
し
始
め
た
。

　
即
ち
、
世
紀
転
換
期
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
資
本
が
錫
生
産
に
資
本
、

物
流
で
関
与
し
、
ペ
ラ
の
華
人
が
こ
れ
に
対
応
し
て
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

と
の
関
わ
り
を
強
め
た
結
果
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
頂
点
と
し
、
地
域

を
底
辺
と
す
る
錫
生
産
・
物
流
構
造
を
形
成
し
て
い
っ
た
と
言
え
る

の
で
あ
る
。

　
た
だ
し
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
け
る
西
欧
系
、
華
人
系
資
本
と
ペ

ラ
な
ど
の
地
域
華
人
企
業
家
と
の
具
体
的
な
資
本
技
術
関
係
に
関
し

て
は
不
明
な
点
が
多
い
。
こ
れ
を
解
明
す
る
た
め
に
は
銀
行
の
融
資

先
に
関
す
る
史
料
な
ど
の
分
析
が
不
可
欠
で
あ
り
、
今
後
の
課
題
と

し
た
い
。

史
料
と
参
考
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．
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註（１
）
一
八
世
紀
末
か
ら
一
九
世
紀
初
頭
に
イ
ギ
リ
ス
の
支
配
下
に
な
っ

た
ペ
ナ
ンPenang

、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
マ
ラ
ッ
カM

alacca (

ム
ラ

カM
elaka)

を
ま
と
め
る
形
で
一
八
三
二
年
に
成
立
し
た
。
当
初
は

東
イ
ン
ド
会
社
の
管
轄
下
に
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
イ
ン
ド
省
の
管
轄

下
を
経
て
、
一
八
六
七
年
よ
り
植
民
地
省
下
の
直
轄
植
民
地
と
な
っ

た
。

（
２
）
産
業
革
命
の
結
果
、
屋
根
材
や
原
油
ド
ラ
ム
の
原
料
と
し
て
の
ブ

リ
キ
の
需
要
が
増
大
し
た
。
特
に
一
八
六
一
年
～
六
五
年
の
南
北
戦

争
の
折
、
缶
詰
が
食
料
の
長
期
保
存
と
輸
送
に
用
い
ら
れ
、
戦
後
、

民
間
に
も
普
及
し
た
。
一
九
世
紀
中
頃
ま
で
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
錫
市
場

は
イ
ギ
リ
ス
の
コ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ルCornw

all

産
の
錫
が
独
占
し
て
い

た
。
だ
が
、錫
需
要
の
高
ま
り
と
コ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ル
錫
の
枯
渇
に
よ
り
、

従
来
中
国
な
ど
の
ア
ジ
ア
市
場
向
け
の
商
品
で
あ
っ
た
マ
レ
ー
半
島

の
錫
が
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
市
場
の
注
目
を
浴
び
る
よ
う
に
な
っ
た[ W

ong 
Lin K

eng 1965: 2-5, 29]

。

（
３
）
一
九
世
紀
以
前
に
マ
レ
ー
半
島
か
ら
中
国
清
朝
に
輸
出
さ
れ
た
錫

の
用
途
に
つ
い
て
は
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
点
が
多
い
。
武
内
は
、

近
代
雲
南
の
錫
業
を
分
析
す
る
中
で
、
清
朝
期
に
お
い
て
錫
は
、
祭

礼
用
の
錫
箔
や
、
祭
祀
用
の
器
、
日
用
の
食
器
と
し
て
用
い
ら
れ
て

い
た
と
し
て
い
る[

武
内  2003: 2-6]

。
一
八
八
五
年
に
ク
ア
ラ
ル
ン

プ
ー
ル
に
移
住
し
た
錫
工
ヨ
ン
・
ク
ンYong K

oon

が
、
当
時
ク
ア

ラ
ル
ン
プ
ー
ル
周
辺
か
ら
産
出
さ
れ
て
い
た
錫
を
用
い
て
華
人
向
け

の
食
器
や
祭
器
を
製
造
し
た[ Chen, 2003: 124]

こ
と
か
ら
、
一
九

世
紀
後
半
以
降
も
、
こ
の
方
面
で
の
中
国
向
け
需
要
が
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。
こ
れ
以
外
の
需
要
と
し
て
は
、青
銅
砲
需
要
が
あ
げ
ら
れ
る
。

（
４
）
一
九
世
紀
後
半
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
の
錫
鉱
業
に
関
す
る
実
証
的

な
研
究
と
し
て
は
、[ W

ong  1965]

、[ Y
ip  1969]

、[

山
田
　

1973]

が
あ
げ
ら
れ
る
。

（
５
）
そ
の
例
と
し
て
、[ H

uff  1994]

、 [

杉
原
　
一
九
九
六]

、 [ Frost

　2005]

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

（
６
）
そ
の
例
と
し
て
、 [ T

rocki 1990]

、 [ C
ushm

an  1991]

、

[ Chuleeporn  1990]

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

（
７
）
イ
ギ
リ
ス
は
当
初
内
戦
に
は
不
介
入
の
姿
勢
を
取
っ
て
い
た
。
介

入
政
策
に
転
換
し
た
直
接
の
原
因
は
、
海
峡
植
民
地
知
事G

overnor

に
よ
る
本
国
植
民
地
相
に
対
す
る
強
い
働
き
か
け
で
あ
る
が
、
そ
の

背
景
に
は 

(1)
内
戦
に
よ
る
現
地
マ
レ
ー
人
権
力
の
崩
壊
、
(2)
混
乱
に

乗
じ
て
他
の
列
強
諸
国
が
勢
力
を
伸
ば
し
、
中
国
貿
易
や
軍
事
拠
点

で
あ
る
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
に
影
響
力
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
へ
の
懸
念
が

あ
げ
ら
れ
る[ Cow

an 1965: 263-265]

。

（
８
）
一
八
七
四
年
に
結
ば
れ
た
パ
ン
コ
ー
ル
協
約

P
an

gk
or 

E
ngagem

ent

に
よ
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
は
ペ
ラ
に
理
事
官R

esident

を
派
遣
し
、ペ
ラ
の
マ
レ
ー
人
首
長
で
あ
る
ス
ル
タ
ン
に
対
し
、行
政
・

財
政
な
ど
の
助
言
を
与
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
ス
ル

タ
ン
は
名
目
的
な
首
長
と
な
り
、
ペ
ラ
は
実
質
的
に
イ
ギ
リ
ス
の
植

民
地
と
な
っ
た[ C

hai 1967: 6]

。
な
お
同
年
に
は
、
ス
ラ
ン
ゴ
ー

ルSelangor
が
、
そ
の
後
七
〇
～
八
〇
年
代
を
通
じ
て
現
在
の
ヌ
グ
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リ
・
ス
ン
ビ
ラ
ンN

egri Sem
bilan

全
域
と
、
パ
ハ
ンPahang

が

理
事
官
制
度
を
受
け
入
れ
、
マ
レ
ー
半
島
の
錫
産
出
地
域
が
実
質
的

に
植
民
地
化
し
た
。
ペ
ラ
な
ど
の
上
記
四
ス
ル
タ
ン
国
は
、
九
六
年

マ
レ
ー
連
合
州Federated M

alay States

を
形
成
し
た
。

（
９
）
一
ピ
ク
ルpikul

≒
六
〇
㎏
。

（
10
）
一
八
九
七
年
ま
で
の
年
次
報
告
な
ど
の
統
計
に
お
い
て
、
錫

原
鉱
一
〇
〇
ピ
ク
ル
か
ら
精
錬
錫
六
五
ピ
ク
ル
が
生
産
さ
れ
る

と
換
算
さ
れ
て
い
た

[ F
ederated M

alay States A
nnual 

R
eport for 1898: 18]

。
一
八
八
八
年
に
は
、
ラ
ル
ッ
ト
か
ら

は
一
〇
二
、二
八
九
・
三
九
ピ
ク
ル
の
精
錬
錫
が
輸
出
さ
れ
て
お

り

[ Perak A
nnual R

eport for 1888: 12]

、
同
年
に
は
約

一
五
七
、三
六
八
・
二
四
ピ
ク
ル
の
錫
原
鉱
が
生
産
さ
れ
て
い
た
こ
と

と
な
る
。

（
11
）
公
司
は
、
現
在
で
は
一
般
に
会
社
を
表
す
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て

い
る
が
、
元
来
は
持
株
会
社
、
同
族
の
祀
堂
、
鉱
床
の
飯
場
、
同
郷

な
ど
に
よ
る
幇
な
ど
多
様
な
意
味
を
持
つ
福
建
・
広
東
語
起
源
の
語

で
あ
る
。
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
公
司
の
起
源
に
つ
い
て
は[ W

ong  
1994]

に
詳
し
い
。

（
12
）
残
り
の
二
一
、〇
一
一
ド
ル
は
ビ
ル
マ
か
ら
で
あ
っ
た
。

（
13
）
マ
レ
ー
半
島
中
部
の
華
人
錫
採
掘
と
マ
ラ
ッ
カ
と
の
具
体
的
な
関

係
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（
14
）
一
八
八
六
年
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
経
営
代
理
店
ブ
ラ
ン
トBrants

社

の
社
員
ミ
ュ
ー
リ
ン
ハ
ウ
スH

. M
uhlinghaus

が
ギ
ル
フ
ィ
ラ
ン
・

ウ
ッ
ドG
ilfillan W

ood

社
の
社
員
ソ
ー
ドJ. Sw

ord

と
と
も
に
設

立
し
た（
設
立
時
の
名
称
は
ソ
ー
ド
・
ア
ン
ド
・
ミ
ュ
ー
リ
ン
ハ
ウ
ス

Sw
ord and M

uhlinghaus

社
）。
翌
年
有
限
会
社
と
な
り
、
海
峡

貿
易
会
社
と
改
称
し
た[ Tregonning  nd.: 8-16]

。

（
15
）
現
在
の
プ
ー
ケ
ッ
トPhuket

島
。

（
16
）
一
八
八
〇
年
代
初
頭
に
キ
ン
タ
に
お
け
る
錫
採
掘
の
可
能
性
を
調

査
し
た
フ
ラ
ン
ス
人
ド
ゥ
・
ラ
・
ク
ル
ワ
は
、
キ
ン
タ
で
は
当
時
、
マ

レ
ー
人
や
華
人
が
原
始
的
な
方
法
で
分
散
し
て
小
規
模
に
採
掘
を

行
っ
て
お
り
、
新
た
な
鉱
床
が
常
時
発
見
さ
れ
て
お
り
、
も
し
、
そ

れ
ら
と
主
要
な
河
川
の
間
に
適
切
な
交
通
手
段
が
整
備
さ
れ
、
キ
ン

タ
川
が
浚
渫
さ
れ
れ
ば
、
鉱
業
労
働
者
の
大
規
模
な
流
入
の
み
な
ら

ず
商
業
的
に
も
期
待
で
き
る
と
し
て
い
る[ de la C

roix 1881:1-
10]

。

（
17
）
後
の
テ
ル
ッ
ク
・
ア
ン
ソ
ンTeluk A

nson

、
現
在
の
テ
ル
ッ
ク
・

イ
ン
タ
ンTeluk Intan

。

（
18
）
マ
レ
ー
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
海
域
で
広
く
利
用
さ
れ
て
い
る
平
底
の

小
型
帆
船
。

（
19
）(

　)

内
は
報
告
者
注
。

（
20
）
同
公
司
の
設
立
に
関
わ
っ
た
華
人
は
、
南
タ
イ
で
錫
採
掘
を
展
開

し
て
い
た
許
如
初K

haw
 Joo Choe

、
許
如
琢K

haw
 Joo Tek

兄

弟
、
ラ
ル
ッ
ト
で
採
掘
を
行
な
っ
た
後
キ
ン
タ
に
進
出
し
た
鄭
大
平

C
hung Thye Phin

、
ペ
ナ
ン
で
錫
の
仲
買
を
行
な
っ
て
い
た
林
克

全Lim
 K

ek Chuan

、
ス
ラ
ン
ゴ
ー
ル
で
錫
採
掘
を
行
な
っ
て
い
る

陸
秋
泰Loke C

how
 Thye

、
ラ
ル
ッ
ト
で
鉱
床
を
経
営
し
て
い
た

グ
・
ブ
ー
・
ビ
ー  N

g Boo Bee

で
あ
っ
た
。[ Lee &

 Chow
  1997: 

85]

。

（
21
）
錫
産
業
に
投
資
を
行
な
っ
て
い
っ
た
イ
ギ
リ
ス
系
企
業
の
資

本
関
係
や
近
代
的
な
採
掘
技
術
の
導
入
に
関
し
て
は
、［
山
田
　

一
九
六
五
］、[ Yip  1969]

な
ど
に
詳
し
い
。

（
22
）
世
紀
転
換
期
に
お
け
る
ゴ
ム
産
業
の
発
展
に
関
し
て
は
、[ D

rabble

　1973]
な
ど
に
詳
し
い
。
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（
23
）
一
九
一
二
年
に
は
華
商
銀
行T

he C
hinese C

om
m

ercial 
B

ank
、
一
七
年
に
は
和
豊
銀
行The H

o H
ong B

ank

、
一
九
年

に
は
華
僑
銀
行The O

verseas-C
hinese B

ank

が
設
立
さ
れ
た
。

な
お
、
こ
の
三
行
は
一
九
三
二
年
華
僑
銀
行O

verseas-C
hinese 

B
anking C

orporation

に
統
合
さ
れ
た[

威
爾
遜  1975

：9, 23]

。

こ
れ
ら
の
銀
行
は
、
華
人
錫
産
業
や
、
こ
の
時
期
拡
大
し
た
華
人
経

営
の
ゴ
ム
農
園
へ
の
融
資
を
行
な
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
具
体
的
に
ど

の
位
の
規
模
で
ペ
ラ
の
錫
産
業
に
投
資
し
て
い
た
か
は
今
後
の
課
題

で
あ
る
。

（
24
）
余
東
旋
は
反
ア
ヘ
ン
吸
引
委
員
会
以
外
に
も
、
ペ
ラ
鉱
業
会
議

所Perak C
ham

ber of M
ine

の
評
議
員
や
ペ
ラ
鉱
業
・
農
園
業

協
会The Perak M

ining and Planting A
ssociation

の
副
会

長
を
つ
と
め
て
い
た [ Singapore directory for the Straits 

Settlem
ents  1910: 343]

。

（
25
）
胡
子
春
は
、
余
東
旋
と
と
も
に
、
ペ
ラ
鉱
業
会
議
所
の
評
議
員
な

ど
を
歴
任
す
る
な
ど
、
キ
ン
タ
を
代
表
す
る
華
人
と
な
っ
て
い
っ
た
。

（
26
）
マ
レ
ー
半
島
の
華
人
有
力
鉱
床
経
営
者
に
よ
る
ア
ヘ
ン
吸
引
反
対

運
動
と
、
イ
ギ
リ
ス
な
ど
に
お
け
る
ア
ヘ
ン
反
対
運
動
に
関
し
て
は
、

今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（
27
）
ペ
ラ
州
年
次
報
告
の
タ
イ
ト
ル
は
例
え
ば
一
八
八
九
年
の
場
合

“The A
nnual Report of the British Resident for the Year 

1889”

。

（
東
洋
文
庫
研
究
員（
客
員
））
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Development of Singapore as an International Port City, Focused 
on the Relationship with Tin Mining Cities in the Malay Peninsula

  
TOJO, Tetsuo (Researcher, TOYO BUNKO)

From the 19th century on, Singapore has been known as an important 
port city in Asia. However, scholars have paid little attention to its con-
tribution as an accumulation port in Southeast Asia in the 19th century.
This article focuses on the relation between Singapore and Perak, Malay 
Peninsula. Perak has been knwon as one of the richest regions for 
tin mining. Until the late 19th century, tin ore, mined in Perak, was 
transported to Penang, another port city in the Malay Peninsula. But 
the situation has changed. There are two important reasons, one is the 
establishment of the steamship and railway system in the area, and 
the other is the establishment of the modern system for fining tin. With 
these infrastructures, financial network between Singapore, other main 
port cities in Southeast Asia and Mainland China was established, and 
prominent Chinese tin miner expanded their business on this area. This 
article shows a basic idea on this theme. 
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